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３－４ 傾斜路 

 

３－４－1 幅員・勾配・路面等 

１．傾斜路の有効幅員は、２．０ｍ以上とする。 

ただし、設置場所の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場 

合においては、１ｍ以上とすることができる。【解説 1】 

２．縦断勾配は、５％以下とする。ただし、設置場所の状況その他特別 

の理由によりやむを得ない場合においては、８％以下とすることが 

できる。また、横断勾配は設けない。【解説２】 

３．高さ７５cm を超える傾斜路にあっては、高さ７５cm 以内ごとに 

踏み幅１．５ｍ以上の踊り場を設ける。 

４．路面は、平坦で滑りにくく、かつ水はけの良い仕上げとする。【解説３】 

５．傾斜路の勾配部分は、それに接続する歩道等、通路の部分または踊 

り場との色の輝度比が大きいこと等により当該勾配部分を容易に識 

別できるものとする。【解説４】 

 

【解説１】有効幅員 

歩道一般部と同様に最小有効幅員は２ｍとする。地下横断歩道の場合は、排水施設、照明

施設等の余裕幅として有効幅員の他に両側に０．５ｍ確保する必要がある。 

なお、排水施設は、車いすの車輪、杖等の支障とならないように可能な限り、グレーチン

グの空隙を小さくすることや、滑りづらさ等にも配慮が必要である。 

 

【解説２】勾配 

歩道一般部と同様に縦断勾配は、５％以下とする。ただし、用地的な問題等によりやむを

得ない場合は、車いす使用者が自力走行可能な最大勾配として、８％以下とすることができ

る。また、傾斜路は縦断勾配により排水処理を行うことが可能であるため、横断勾配を設け

る必要はない。 

ただし、他の歩道部分から勾配区間へ雨水が流入しないよう配慮する必要がある。排水施

設を設ける場合は、車いすの車輪、杖等の支障とならないように可能な限りグレーチングの

空隙を小さくすることや、滑りづらさ等に配慮する必要がある。 

 

【解説３】路面 

車いす使用者等は、凹凸による振動、雨天時のスリップ、水はね等が円滑な通行の支障と

なるため、傾斜路における踏面の表面は、平坦で、滑りにくく、かつ水はけの良い仕上げと

しなければならない。 

 

【解説４】傾斜路の勾配部分の認識 

傾斜路の勾配部分は、それに接続する歩道等、通路の部分又は踊り場の色との輝度比が大

きいこと（２．０程度の輝度比を確保）等により当該勾配部分を弱視者が容易に識別できる
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